
緊急公開シンポジウム 

 

受信料支払い義務化の是非、また新会長の選出をめぐる騒動、 

はては職員のインサイダー株取引問題と、問題山積のＮＨＫ。 

放送法改正により放送局に対する行政の圧力も強まるなか、 

受信料で成り立つ放送局であり、報道機関でもあるＮＨＫは、 

視聴者の信頼を取り戻すことができるのか？ 

 

日 時：２００８年３月１日(土)午後 1 時から午後 5 時 

場 所：東京・四谷「プラザエフ」ＪＲ・地下鉄四ッ谷駅下車すぐ 

       〒102-0085 東京都千代田区六番町 15 番地 ＴＥＬ 03-3265-8111 

資料代：１０００円（維持会員・学生は無料） 

 基調講演  

 原 寿雄（ジャーナリスト・元共同通信編集主幹） 

 パネルディスカッション  

 岸 博幸（慶応大学准教授） 

 隈元信一（朝日新聞論説委員） 

 日隅一雄（弁護士） 

 醍醐 聰（ＮＨＫを監視・激励するコミュニティ共同代表） 

                  ほか国会議員など（予定） 

 コーディネーター：服部孝章（立教大学教授） 

 

◆主催：メディア総合研究所 http://www.mediasoken.org/ 

◆問い合わせ：電話 03-3226-0621 ＦＡＸ 03-3226-0684 

       Mail mail@mediasoken.org 


